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Sulbactam・Ampicillinの 臨 床 的 検 討
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β-lactamase inhibitorで あるSulbactam(SBT)とAmpicillin(ABPC)を1:2で 配 合し

たSulbactam・Ampicillin(SBT・ABPC)を,10例 の感染症症例に使 用 し,臨 床効果,細 菌学的 効

果,副 作用,臨 床検査値の変動について検討 した。

対象症例は27～71歳 で,男2例,女8例 であった。SBT・ABPCは 全例点滴静注で使用 し,10例 中

9例 は使 用量1日1.5g～6.0gで あ り,使 用 日数は6～20日,総 使用量は9.0～414gで あった。他 の

1例 は慢性腎不全 のため2日 に1.5g1回 投与 し,7日 間で総 投与量6.0gで あった.対 象疾患は,菌

血症3例,肺 炎1例,感 染を伴 った慢性気管支炎2例,間 質性肺炎1例,DPB1例,皮 下膿瘍1例,

シャン ト感染1例 であった。起炎菌は,菌 血症 ではS.pneumoniae,K.pnevmonide,α-streptococcus

各1例 で,呼 吸器感染症 ではS.aureus,B.catarrhalts各1例 であ り,皮下膿瘍の起炎菌はS.aureus

とanaerobic GPCで あった。他は不明であった。

SBT・ABPCの 臨床効果は,著 効1例,有 効9例 であった。細菌学的効果は,消 失6例,不 明4例

であった。

本剤に よると思 われ る副作 用は全例で認め なかったが,臨 床検査値の検討で好酸球 増加 を1例,

GOT,GPT軽 度上昇 を1例 認め た。
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Sulbactam・Ampicillin(SBT・ABPC)は,Pfizer社

で 開発 され た β-lactamase inhibitorで あ るSulbactam

(SBT)とAmpicillin(ABPC)を1:2に 配 合 した注

射 剤 で あ る。

SBT・ABPCは,SBTがABPCに 対す る各種 細菌 の

β-lactam鈴 作 用 を不 可 逆 的に 阻害 し1),ま たSBT自 身

がBacteroides fragilis,Actinetobacter属 に良好 な抗 菌 力

を も つ た め,Staphylococcus aureus,Streptococcus

pneumoniae,Streptococcus pyogenesな どの グラ ム陽性

菌 お よびHaenophilus influencae,Escherihia coli,

Klebsfella pnenmoniae,botetcs vulgaris,Neisseria

gonorrhoeae,Acinetobacter属 な どの グラム 陰性 菌,B.

fragilisな どの 嫌気 性 菌 に対 し良好 な抗 菌 力 を もつ。

今 回我 々 は,SBT・ABPCを 使 用 す る機 会 を えた の で,

その 臨床 効 果,細 菌 学 的効 果,副 作用,臨 床検 査 値 の変 動

に つ い ての 成績 を報告 す る。

I. 症 例 お よび 方 法

昭 和61年4月 か ら62年3月 ま で の12ケ 月 間 に お け る

新 潟 大 学医 学部 付属 病院 第 二 内科 の入 院症 例 の うち,菌

血 症3例,呼 吸 器 感染 症5例,皮 膚,軟 部組 織 感 染症2

例 の 計10例 を対 象 に して,SBT・ABPCを 使 用 し,そ の

効 果 と副作 用 につ いて検 討 した。 患者 は男2例,女8例

で,年 齢27歳 か ら71歳 までであ った。SBT・ABPCは

全例点滴静注 で,腎 機能正常例には1日2回 にわけ使用

し,1日 使 用量は3～6gで あった。 腎不全4例 には1

～2日 で1 .5gを 使 用 した。

効果の判定は,起 炎菌の明 らかな症例 では細 菌の消失

の有無をみた細菌学的効東 と自他覚所見の改善度 をみた

臨床効果の2面 か ら実施 した。臨床効果については主治

医の意見を採用 し,著 効,有 効,や や 有効,無 効の4段

階にわけて判定 した。

副作用 については,特 に発疹な どのア レルギー反応と

下痢 などの消化器症状について注意深 く観察 し,そ の有

無を確かめた。また,SBT・ABPCに よると思われる臨

床検査値(末 梢赤血球数 ヘ モグロビン,ヘ マ トクリッ

ト,白血球数 白血球 分画,血 小板数,S-COT,S-GPT,

アルカ リフォスファターゼ,血 清総 ビ リル ビン,BUN,

血清 クレアチニン,血 清Na,K,Cl,尿 蛋白)の異常の

有無 を,本 剤使用前後の値 を比較す ることにより確かめ

た。

II. 成 績

(1) 臨床効果及び細菌学的効果

各症例 についての概要 はTable 1に 示 した。菌血症

(No.1～No.3)は3例 で 症例1,2の2例 は基礎疾
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患がSLEで あった。症例1は 肺炎 を伴 っていて,起炎菌

はS.pnev-niaeで あった。本剤使用後2日 目には下熱

し,除 菌され,著 効であった。症例2は 腎盂 腎炎 を伴 っ

た菌血症で,起炎菌はK.pnenmoniaeで あった。本剤使

用後4日 目には下熱 し,除 菌 され,有 効 であった。本例

の起炎菌に対す るMICは,ABPCが106,108CFU/ml,

接種で800μg/mk,800μg/ml以 上 でPIPCが50μg/

ml800μg/ml,SBT・ABPCは ともに25μg/mlで あ

った。症例3は 人工血管 と十二指腸がfistulaを 形成 し,

菌血症をおこした症例 で,起 炎菌 は α-stxeptococcusで

あった。本剤使用後4日 目には下熱 し。除菌 され有効で

あった。

呼吸器感染症(No.4～No.8)は,肺 炎1例 感染 を

伴った慢性気管支炎2例,間 質性肺炎1例,び 漫性汎細

気管支炎(DPB)1例 の計5例 で検討 した。症例4の 肺

炎は,起 炎菌がS.aureusで あ り,除菌 さ札 臨床的に も

有効 であった。症例5,6の 慢性気管支炎例 症例7の

間質性肺炎例 はいずれ も起炎薗 は不明であったが 自他

覚所見の改善 が見られ,有効 であった。症例8のDPB例

は起炎菌 はBrzenhamella catarrhalisで あ り,除 菌 さ

れ,臨 床的に も有効であった.

皮膚,軟 部組織感染症(No.9,10)で は,皮 下膿瘍の

症例 と人工透析のための シャ ン ト部の感染の症例に使 用

した。症例9は,起 炎菌はS,ascreusと 嫌気性グラム陽性

球菌であったが,SBT・ABPC使 用丁,膿 瘍は消失 し,

有効であった。症例10は,起 炎菌不明であったが,本 剤

使用後3日 目には下熱 し,有 効であった。

以上をまとめると,SBT・ABPCの 臨床効果は著効1

例,有 効9例 であった。細菌学的効果は菌消失6例,不

明4例 であった。

本剤使用に よる副作用は認め なかった。

本剤使用前後の臨床検査値の変動についてはTable 2

Table 1. Clinical results of SBT•ABPC treatment

NF: nomal flora ND: no data
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に示 したが,本 剤によると思われ る異常は,症 例7で 好

酸球が3%よ り14%へ 増加,症 例8でGOT,GPTが

各々62,521U/mlと 軽度上昇 したのみであった。

III. 考 案

ABPCは,S.aureus,S.pneumoniae,S.pyogenesな

どのグラム陽性菌に対 し強い抗菌力を もつ。本剤はこれ

に β-lactamase inhibitorのSBTを 配合 したこ とに

よ り.近 年 多 く見 られ る β-lactamase産 生 のH.in-

fluenzae,E.coti,P.onigarisお よび従来ABPCが 無効

であったK.pneumoniaeな どの グラム陰性菌に対 して

も良好 な抗菌力をもつ ようになった。さらに,SBTはB.

fragilis,Acinetobacter属 に対 し,良 好 な抗薗力 をもつ

ため,SBT・ABPCはABPCの 抗菌スペ ク トラム を広

げ,グ ラム陰性桿菌に対す る抗菌力を増 したこに なる。

これらのin vitroで の効果は,今 回の我々の臨床検討

に も反映されていた。すなわち,S.pneunoniaeに よる

菌血症 には著効 を示 し,α-stmptbcoccusに よ る菌 血症

に も有効であった。さらにABPCのMICが800μg/ml

のK.pneumoniaeに よる菌血症に も有効 であった。 ま

た,SBT・ABPCはH.influencae,S.pnenmoniaeに

良好 な抗菌 力を もつの で,Pseudomonas aeruginosa

以外を起炎菌 とした呼吸器感染症 によい適応がある と思

われる.実 際今 回検討 した呼吸器感染症では全例有効で

あった。皮膚,軟 部組織の感染症2例 に対しても有効で

あり,結局全例で有効以上の成績が得られた。細菌学的

効果も起炎菌の明らかな症例では,全て除菌されていた。

今回の我々の検討では,10例 の うち4例 が慢性腎不全

の症例 であ った。SBT,ABPCはNa塩 であ り,セ ファ

ロスポ リン類のように腎に,よ り負担がかか ることもな

く,さ らにK塩 の製剤 よりこれ らの症例 では使用 し易

い。3例 には1目1.5g,1例 には隔 日で透 析終 了後1.5

g使 用 したが,SBTとABPCは 共に主 として尿中に排

泄 される2)ため,蓄 積 を防 ぐためには,こ の程度の使用量

が適当であ ると思われる。 これらの症例 では,副 作用,

臨床検査値異常は認められず,い ずれ も有効であった。

副作用,臨 床検査値の変動についての検討では,本 剤

に よると思われる副作用は認め られなか ったが,1例 で

好酸球の増加1例 でGOT,GPTの 上昇 を認め た。し

か し,こ れ らはいずれ も軽度であり,特 に処 置を必要 と

せず,治 療終 了とともに軽決 した。

SBT・ABPCは,ABPCの 抗菌スペ ク トラムを拡大

し,多 くの感染症に有用である と思われ る。
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Sulbactam-Ampicillin was administered intravenously to 3 patients with bacteremia caused by Streptococcus

pneumoniae, Klebsiella pneumoniae and a-streptococcus, 5 patients with respiratory tract infection and 2 with soft
tissue infection. The patients received the drug for 6 to 20 days in a dose of 1.5-6.0g/day, except 1 patient who
was given the drug every other day.

Clinical effect was excellent in 1 case and good in 9. Bacteriological effect was eradication in 6 cases and
unknown in 4.

As for abnormal laboratory findings possibly related to this drug, eosinophilia and elevation of GOT, GPT
were seen in one case each.

No side effects, however, were found.


